
OECC行事･部会活動等(その30)
(平成14年11月1日～15年2月28日)

[運営委員会]
･各部会活動報告のほか､主な議題は下記のとおり｡
11月15日海外環境協力研修塾(若手研修塾)について､

平成14年度実質収入見込状況について､理事
会､総会の日程について

12月20日　若手研修塾について､新規会員の勧誘につい
て､環境省との懇談会報告､CDM対応検討委
員会について､廃棄物分野における協力のあ
り方について､JICA環境社会配慮ガイドライ
ンの改訂について

1月16日　役員の任期満了に伴う新役員就任希望につい
て､理事会当日の日程案､JICA環境社会配慮
ガイドラインの改訂について

2月18日　理事会議案について､役員の任期満了に伴う
新役員就任希望について､若手研修塾について

=部会活動=

[広報･情報部会]
11月8日　会報第38号の構成案､ホームページと図書リ

ストの更新状況､会員連絡担当者のメールア
ドレス登録について

12月9日　会報第38号の目次案
2月14日　会報第38号の進捗状況

[研修部会]
11月14日　休会

12月3日　第2回OECCセミナー(11/14)のアンケート結
果､今後のOECCセミナーについて

2月5日　平成15年度OECCセミナー(その1;6月19
日開催)について

<セミナー等の開催>

11月 14 日 平成 14 年度第2回O EC C セミナー

テーマ:｢廃棄物分野における国際協力とビジネス展開｣
場　所:虎ノ門パストラル

1.産業廃棄物分野における国際協力の動向
青山　俊介　㈱エックス都市研究所代表取締役

2.都市廃棄物分野における国際協力の動向
志村　　享　国際航業㈱海外事業部環境部長

3.　廃棄物処理ビジネスの海外展開
田米智加之　㈱荏原製作所営業本部海外事業統括

参加者:34名

2月5 日　 平成14年度第4回OEC C 研修会

テーマ:｢地球温暖化に係る国際交渉の動向｣
場　所:OECC会議室
講　師:瀧口　博明　環境省地球環境局地球温暖化対策

課課長補佐
参加者:23名

[技術部会]
11月12日　水の声メッセンジャーについて､自主研究会

について､若手研修塾について
12月24日　若手研修塾について､平成14年度環境･開発統
(総会)　合支援戦略策定調査/キューバ(環境省委託)

報告､技術部会の今後の方針､水の声メッセ
ンジャーについて

1月14日　若手研修塾について､次期技術部会のあり方
について

<自主研究グループ>
･環境評価(CVM等)について
1月23日　文献報告発表(地球温暖化分野のCVM適用事

例)
2月21日　文献報告発表(廃棄物事業の経済分析)

平成14年度日中環境協力情報交流会総合セミナー

(主催:環境省/OECC)
日　時:平成15年2月7日(金)
場　所:東京国際フォーラム
テーマ:｢新たな局面を迎えた中国環境対策とわが国の

戦略的支援｣
参加者:110名

廃棄物研究会

4月19日　第1回廃棄物分野国際協力研究会
12月10日　第2回廃棄物分野国際協力研究会

平成 14 年度C D M 対応検討委員会 ･タスクフォース

10月31日　策1回検討委員会
11月15日　第1回タスクフォース検討委員会
12月2日　第2国対応検討委員会
12月6日　第2回タスクフォース検討委員会
1月17日　第3回タスクフォース検討委員会
2月7日　第3国対応検討委貞会

=今後の予定=

平成14 年庶第 2 回通常理事会

日　時:平成14年3月27日(木)10:30～12:30
場　所:OECC会議室
議　題(案):平成15年度暫定予算について　他

平成15年度第 1 回通常理事会､ 総会

日　時:平成15年6月10日(火)
場　所:メルパルクTOKYO(郵便貯金会館)
議　題(案):平成14年度事業報告､収支決算､平成15年

反事業計画･収支予算､役員の改選について
他

編集後記

昨年は日中国交正常化 30 周年ということで､両国

間でいろいろな記念行事が行われた中､ 環境関係で
は 10 月8 日から 12 日にかけて ｢日中環境協力週間｣

が北京の日中友好環境保全センターにおいて開催さ

れ､ 日中環境協力総合フォーラムなど諸行事には､

日本から政府関係者をはじめ民間からも多 くの方々

が参加されました｡ そこで､ 当センターではこれに

因み､ 本年度最終回の本号を日中環境協力特集とし

て編集 しました｡

お読みいただきました とお り､ 当センターでは､

会員の皆様はじめ中国に対する環境協力に関連 した

種々の活動が行われてお りますので､ その一端をご

紹介させていただきました｡　 また､ 当センターが 2

月 7 日､ 東京国際フォーラムで開催 した日中環境協

力情報交流会総合セミナーには､ 100 名を超えるご

参加をいただき､ 日中環境協力に対する皆様の関心

の高さを実感した次第です｡　　　　　 (W 記)
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